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旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
追
悼
式

●
日
時
＝
４
月
６
日
（
土
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

●
場
所
＝
今
坂
町
小
塚
公
園
慰
霊

塔
前
広
場

●
内
容
＝
太
平
洋
戦
争
で
特
別
攻

撃
隊
と
し
て
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ

た
英
霊
を
お
慰
め
し
、
平
和
を

祈
念
す
る
追
悼
式

問
市
福
祉
政
策
課

　
（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

輝
北
畜
産
ま
つ
り

　

牛
・
馬
の
神
と
し
て
知
ら
れ「
山

王
ど
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
日
枝
神
社
で
恒
例
の
畜
産
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

血
統
書
付
子
牛
や
特
産
品
等
が

当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
14
日
（
日
）

　

10
時
〜

●
場
所
＝
日
枝
神
社
（
輝
北
町
市

成
）

●
内
容
＝
血
統
書
付
子
牛
や
特
産

品
等
が
当
た
る
抽
選
会
、
カ
ラ

オ
ケ
、
舞
踊
、
歌
謡
シ
ョ
ー

問
か
の
や
市
商
工
会

　

☎
０
９
９ｰ

４
８
６ｰ

１
１
７
１

安
全
安
心
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

交
通
死
亡
事
故
連
続
発
生
!!

　

市
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
２
月

ま
で
の
間
に
、
悲
惨
な
交
通
死
亡

事
故
が
毎
月
１
件
以
上
連
続
発
生

し
、
７
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
高
齢
者
が
４
人
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
２
月
26
日
時
点
に

お
け
る
交
通
死
亡
事
故
の
犠
牲
者

は
20
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

と
比
較
す
る
と
11
人
も
増
加
し
て

お
り
、
増
加
者
数
は
愛
知
県
に
次

い
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

全
国
で
昨
年
１
年
間
に
発
生
し

た
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
、

歩
行
中
の
事
故
割
合
が
大
変
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
常
利

用
す
る
「
生
活
道
路
」
と
呼
ば
れ

る
自
宅
周
辺
の
道
幅
の
狭
い
道
路

で
の
事
故
は
、
12
歳
以
下
の
子
ど

も
の
占
め
る
割
合
が
非
常
に
高
く

注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、

○
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
道
幅

の
狭
い
道
路
で
は
、
左
右
の
確

認
と
徐
行
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
緊
張
感
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
夜
間
歩
行
す
る
と
き
は
、
夜
光

反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
上
向
き

点
灯
、
ト
ン
ネ
ル
内
は
点
灯
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
守
り
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
鹿
屋
市

に
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま

り
ま
す

　

４
月
６
日（
土
）か
ら
15
日（
月
）

ま
で
「
横
断
は 

し
っ
か
り
よ
く

見
て 

た
し
か
め
て
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
新
一
年
生

が
小
学
校
へ
通
学
し
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
特
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で

交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計

画
の
認
定
を
始
め
ま
し
た

　

都
市
計
画
法
で
用
途
地
域
が
定

め
ら
れ
て
い
る
区
域
の
す
べ
て
の

建
築
物
（
市
で
は
、
建
築
基
準
法

第
六
条
第
一
項
第
四
号
建
築
物
、

市
立
図
書
館

和
食
屋
の
和
弁
当笠

原
将
弘
著

花
粉
症
が
み
る
み
る
よ
く
な

る
62
の
対
策

福
田
千
晶
監

こ
れ
が
正
解
！
ひ
と
り
暮
ら

し
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク

主
婦
の
友
社
編

ａ
ｂ
さ
ん
ご

黒
田
夏
子
著

源
氏
物
語
を
知
っ
て
い
ま
す

か

阿
刀
田
高
著

お
ひ
な
さ
ま
の 

い
え

ね
ぎ
し
れ
い
こ
作

ね
こ
の
た
か
ら
さ
が
し

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ
作

輝
北
総
合
支
所
図
書
室

コ
ケ
は
と
も
だ
ち藤

井
久
子
著

ウ
メ
子

阿
川
佐
和
子
著

生
き
る
悪
知
恵 

正
し
く
な
い

け
ど
役
に
立
つ
60
の
ヒ
ン
ト

西
原
理
恵
子
著

ア
ー
ト
書
を
楽
し
も
う 

文
字

と
あ
そ
ぶ
ハ
ガ
キ
で
あ
そ
ぶ

鹿
田
五
十
鈴
著

切
る
ナ
ビ
！
庭
木
の
剪
定
が

わ
か
る
本

上
条
祐
一
郎
著

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

岡
野
雄
一
著

む
し
ば
い
っ
か
の
お
ひ
っ
こ
し

に
し
も
と
や
す
こ
作

串
良
公
民
館
図
書
室

サ
フ
ァ
イ
ア

湊
か
な
え
著

ツ
ナ
グ

辻
村
深
月
著

禅
が
教
え
て
く
れ
る
美
し
い

人
を
つ
く
る
「
所
作
」
の
基
本

枡
野
俊
明
著

塩
麹
と
甘
酒
の
お
い
し
い
レ

シ
ピ

タ
カ
コ
・
ナ
カ
ム
ラ
著

黒
魔
女
さ
ん
が
通
る
14

石
崎
洋
司
作

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
な
ぞ
な

ぞ
２
０
０
連
発
！原

ゆ
た
か
作

宇
宙
の
迷
路

香
川
元
太
郎
作

　エンジェルフライト 国際霊柩送還士
　　　　　 佐々 涼子 著　集英社

　国境を越えて遺体を家族のもとへ送り
届けるのが国際霊柩送還士の仕事。日本
初の専門会社で働く人々と遺族の取材を
通して ､日本人の「死」の捉え方を知る。

聞く力 心をひらく35のヒント
阿川 佐和子 著　文藝春秋
　つい本音を語ってしまうのはなぜか。イ
ンタビューが苦手だったアガワが ､1000
人ちかい出会い ､30 回以上のお見合いで
掴んだコミュニケーション術を披露する。

拉致と決断　　 　
蓮池 薫 著　新潮社

　「北」での 24 年間を初めて綴った迫真
の手記。監視下の生活、偽装経歴、洗脳
教育、‘94 年核危機、飢餓と配給、電撃帰
国の真相等、感涙のドキュメント。

うんこ !
サトシン 作　文渓堂
　ユーモアたっぷり。テレビや雑誌等で大
人気「おてて絵本」のサトシンと絵本作家
西村敏雄のコンビが、子どもたちの一番人
気「うんこ」をテーマにつくりました。

吾平振興会館図書室からのおすすめ

３月は自殺対策強化月間です３月は自殺対策強化月間です３月は自殺対策強化月間です
　自殺は、様々な問題を抱えての追い込まれた末の死といわれています。

　例年、月別自殺者数の最も多い３月を「自殺対策強化月間」と定め、重点的に広報・啓発活動を展開して

います。

　全国では１年間に約３万人、県内で約 430 人、大隅地域（肝属・曽於）で約 70 人が自ら命を絶っています。

県内でも大隅地域は自殺率の高い地域です。

　私たちは日々いろいろな悩みを抱えて暮らしています。身近な人・大切な人の悩みに気づき、声をかけ、

話を聞いて、必要な支援につなげ、見守っていくことが大切です。

ひとりで悩んでいませんか？
ひとりで悩まず、次の相談窓口へご相談ください。

木
造
二
階
建
て
以
下
の
住
宅
等
）

の
認
定
事
務
を
始
め
ま
し
た
。　

　

認
定
さ
れ
る
と
省
エ
ネ
基
準
に

適
合
し
た
建
物
と
し
て
所
得
税
や

登
録
免
許
税
の
優
遇
、
容
積
率
の

緩
和
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
工
事
着
手
前
に
認
定
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
室

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
１

春
の
木
市

●
日
時
＝
３
月
16
日
（
土
）
〜
５

月
６
日
（
月
）

　

８
時
〜
17
時
30
分

●
場
所
＝
北
田
城
山
公
園
広
場

●
内
容

○
花
・
植
木
・
苗
木
な
ど
の
展
示
・

販
売

○
造
園
・
設
計
・
施
工
、
そ
の
他

緑
化
の
相
談

※
４
月
７
日
（
日
）
は
、
購
入
者

を
対
象
に
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

問
市
商
工
観
光
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
１

催　

し

市保健相談センター 　　　　　　　　　　　☎ 0994-41-2110
大隅地域振興局（鹿屋保健所） 健康づくり　  ☎ 0994-52-2105
　　　　　　　　　　　　　   精神保健福祉  ☎ 0994-52-2124
大隅地域振興局（志布志保健所）   　　　　　 ☎ 099-472-1021
鹿児島県精神保健福祉センター　　　　　　 ☎ 099-218-4755
鹿児島県自殺予防情報センター　　　　　　 ☎ 099-228-9558
こころの電話　                     ☎ 099-228-9566　☎ 099-228-9567
いのちの電話　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 099-250-7000イラスト：細川貂々

気づき

傾聴

つなぎ

見守り

家族や仲間の変化に
気づいて声をかける

本人の気持ちを尊重
し、耳を傾ける

早めに専門家に相談
するように促す

温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

　
人
西
気

重

リ
ナ
シ
ア
タ
ー映

画
情
報

　　

映
画
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

● 

上
映
期
間
＝
４
月
６
日
（
土
）

〜
26
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
４
８
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜　

●
鑑
賞
料

　

一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　

＝
１
，
０
０
０
円

※ 

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

問
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１
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　生きるのが難しい時
代だからこそ輝きを増
す人と人の絆。 誰かの
ために生きることの尊
さ。困難に立ち向かっ
ていく勇気と、希望を
持つことの大切さを高
らかに謳いあげる。


